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はじめに

カマキリは有
ゆうめい
名で子

こど も
供たちにも人

にん き
気のある昆

こんちゅう
虫のひとつです。完

かんぜん
全

な肉
にくしょくこんちゅう
食昆虫で、前

まえあし
脚がカマ状

じょう
の捕

ほ か く し
獲肢になっているのが大

おお
きな特

とくちょう
徴です。

他
ほか
には頭

とう ぶ
部が前

ぜんきょう
胸におおわれず自

じゆ う
由に動

うご
く、複

ふくがん
眼は大

おお
きく単

たんがん
眼は 3個

こ
、

触
しょっかく
角は糸

しじょう
状で細

ほそなが
長い、大

おお
あごはそしゃく型

がた
であることも特

とくちょう
徴です。

カマキリ目
もく
はゴキブリ目

もく
との共

きょうつうそせん
通祖先から進

しん か
化したと考

かんが
えられてい

ます。最
さいきん
近の研

けんきゅう
究で、約

やく
2 億
おくねんまえ
年前にゴキブリ目

もく
と分

ぶん き
岐したことが示

しめ
さ

れました。世
せか い
界の熱

ねったい
帯と亜

あねったい
熱帯を中

ちゅうしん
心に分

ぶん ぷ
布し、15 科

か
( もしくは 16

科
か
)、約

やく
2,400 種

しゅ
が記

きさ い
載されています。日

にほん
本には外

がいらいしゅ
来種と考

かんが
えられてい

るものも含
ふく
めて 13種

しゅ
分
ぶん ぷ
布しています。このうち兵

ひょうご
庫には 8種

しゅ
が分

ぶん ぷ
布し

ています。
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揖保
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わ

千種
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播 磨 灘
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大 阪 湾
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●各
かくぶめいしょう
部名称

前
まえあし
脚

触
しょっかく
角 単

たんがん
眼

複
ふくがん
眼

前
ぜん し
翅

後
こう し
翅中

なかあし
脚

後
うしろあし
脚

前
ぜんきょう
胸

基
きせ つ
節

腿
たいせつ
節

脛
けいせつ
節

跗
ふせ つ
節

転
てんせつ
節

尾
びも う
毛
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●オオカマキリのメスとオスの見
み わ
分け方

かた

メス オス

オスは触
しょっかく
角が長

なが
い

メスは体
からだ
つきががっしりしている

おしりの先
さき
( 尾
びた ん
端 ) 腹

はらがわ
側

メス オス
先
さき
が割

わ
れている 先

さき
は平
たい
らで小

ちい
さな突

とっき
起がある
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●目
め
が合

あ
ってるように見

み
える？偽

ぎどうこう
瞳孔

昆
こんちゅう
虫の複

ふくがん
眼は筒

つつじょう
状の個

こが ん
眼が集

あつ
まって

できています。個
こが ん
眼の奥

おく
は黒

くろ
い色

いろ
を

しており、奥
おく
まで見

みと お
通せる角

かく ど
度から

見
み
たときだけ黒

くろ
く見

み
えます。

個
こがん
眼

上
うえ
から見

み
ると上

うえ
の方

ほう
の個

こが ん
眼だけ

奥
おく
まで見

み
える

横
よこ
から見

み
ると横

よこ
の方

ほう
の個

こが ん
眼だけ

奥
おく
まで見

み
える

下
した
から見

み
ると下

した
の方

ほう
の個

こが ん
眼だけ

奥
おく
まで見

み
える
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●明
あか
るいときと暗

くら
いときの複

ふくがん
眼の色

いろ

●前
まえあし
脚の内

うちがわ
側に眼

め
を掃

そう じ
除するブラシがある

色
しきそ
素が視

しさいぼう
細胞 ( 光

ひかり
を感

かん

じるところ ) の上
うえ
に集

あつ

まり、光
ひかり
が当

あ
たりすぎ

ない

色
しきそ
素が表

ひょうめん
面近

ちか
くに移

いどう
動

し、視
しさいぼう
細胞に光

ひかり
が届

とど
き

やすくなる

明
あか
るいとき 暗

くら
いとき

角
かくまく
膜

円
えんすいしょうたい
錐晶体

視
しさいぼう
細胞

色
しき そ
素

視
しさいぼう
細胞

色
しき そ
素

ここ！

下
したがわ
側から見

み
たところ

角
かくまく
膜

円
えんすいしょうたい
錐晶体


